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要旨 
最近、簡略化された顔の絵やアイコンを様々なところで見かける。これらは、企業の

業績評価や春先の花粉の飛散量などを分かりやすく表示したり、電子メールやチャット

などの際にその時の感情を表すなど、さまざまなことに使われているものである。これ

らの顔の表情はどのような情報をつたえているのだろうか。もっと表情の種類を増やし

て表現できる感情の幅を広げられないだろうか。そこで、今回、顔アイコンの表情が表

す感情に着目し、目と口だけでどれほどの感情が表せているのかを調べた。 
線で描いた目と口でそれぞれ５パターンを作り、その組み合わせで２５種の顔の表情

を作って、それらがどの感情を表しているのか、そしてその感情の強弱を３段階で答え

てもらうことにして、アンケートを取った。 
その結果、今回用意した顔アイコンで一番表しやすいのは、「喜び」と「楽しい」、「怒

り」だった。だが「喜び」と「楽しい」の区別は少し難しかったように思える。また、

「怒り」は口の形によって一番強く感じたものと弱く感じたものの差が顕著に現れた。 
曖昧な感情ではばらつきが出て、一概にこれとは言いにくい。だが、大体これだろう

というものがいくつかあり、それらの感情の度合いが特定できるようになれば、曖昧な

感情も表せるのではないだろうか。そうすれば目・口などの顔のパーツを組み合わせた

簡単な図で様々な感情を表すことができるようになる可能性を持つ。 
 
 

１．はじめに  
 私たちが普段よく見る人の顔は、様々な

変化に富んでいて、個人個人のアイデンテ

ィティーやパーソナリティーを表すだけで

なく、個人のその時の状態や感情、どう思

っているかを表すなど、様々な情報を表現

して変化に富んでいる。しかし、春先の花

粉の飛散状況や株式市場での株価の上下、

企業のビジネス成績の状況や、チャットの

時の感情表現など、テレビや新聞、web 上
などで見かける顔アイコンは、典型的な表

情をデフォルメして定型化されたものが多

い。その中でも特に丸や四角で顔の輪郭を

作った中に、線や図形などの簡単なパーツ
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で作られたものが溢れており、それらは大

体の場合、数パターンの似たような表情を

表現していると感じた。（図１、図２）  
 複雑な人間の表情 1)-3)を、少ないパーツ

でどれだけ表すことができているのだろう

か、そしてこれらのパーツの組み合わせに

よって細かい表情までも表すことができる

のなら、もっと様々なことに使うことがで

きるのではないだろうかと思い、単純にデ

フォルメ化された顔を見て人がどのように

感じるかを調べた。  

 

図１．アイコンに使用された顔の例 

   （Web上の日記サイト４）） 

 
図２．アイコンに使用された顔の例  

（企業の決算評価の新聞記事５））  

２．方法  
 
２．１．調査に用いた顔のパターン 

 

 まず、オリジナルの顔のパターンを描く

ことを考えた。人の顔のパーツには目、口、

鼻、眉などがあるが、今回は、できるだけ

簡略化したパターンとするために、必要最

低限のパーツとして目と口を使うことにし

た。この二つがなければ表情を表すことは

難しいが、眉と鼻は無くても表すことがで

きると考えたからだ。  
 簡略化されたアイコンでは、目は丸もし

くは点で描かれることが多い。今回は、変

化を表現しやすい線で、目をあらわすこと

にした。口も同様に線画とした。パソコン

のドローツールを使い、表１にあるように、

線でそれぞれ５通りずつの目と口を描き、

それぞれを組み合わせて、図３に示すよう

に合計２５通りの顔を作った。  
 

２．２．調査の対象と方法 

 

 名古屋文理大学の学生および職員、合計

１３人にアンケートに答えてもらった。 

 アンケートの内容は、今回作成した２５

種類の顔（図３）を見てもらい、あらかじ

め用意したリスト（表３参照）に提示した

語群の中から、各顔の表情がどのような感

情や状況を表していると思ったかを選んで

もらうものである。語群の中に思ったとお

りの感情が無かった場合は、「その他」を選

んでもらって、どんな風に感じたかを言葉

で記入してもらうことにした。そして、さ

らに、語群から選んだ（または、「その他」

を選んで記述した）感情または状況につい

て、その感情の強弱の程度を図４のように、

３「非常に」、２「かなり」、１「少し」の

３段階の中から選んでもらうこととした。 
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表１．目と口のパターン 

目のパターン 口のパターン 

１ Ⅰ 

２ Ⅱ 

３ Ⅲ 

４ Ⅳ 

５ Ⅴ 

3 

 

 

 

 

 

表２．感情や状況を表す語群 

Ａ．喜び Ｂ．驚き Ｃ．怒り  
Ｄ．楽しい Ｅ．悲しい Ｆ．寂しい  
Ｇ．退屈 Ｈ．困惑 Ｉ．残念  
Ｊ．疲れ Ｋ．悩み Ｌ．考え中  
Ｍ．のんびり Ｎ．その他  

 

 

非常に  かなり   少し 

３    ２     １  
 

図４．感情の強弱の選択肢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目のパターン→ 

↓口のパターン 
１ ２ ３ ４ ５

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

図３．作成した顔のパターン 

（目のパターン１～５と口のパターンⅠ～Ⅴの組み合わせによる２５通りの表情） 
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３．結果 

 

図５は、目の種類ごとにアンケートの結果を

まとめたグラフである。目のパターン１～５と

口のⅠ～Ⅴの組み合わせで、図５に(a)１－Ⅰ

～Ⅴ、(b)２－Ⅰ～Ⅴ、(c) ３－Ⅰ～Ⅴ、(d) ４

－Ⅰ～Ⅴ、(e) ５－Ⅰ～Ⅴ、の順に示す。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ａ喜び Ｂ驚き Ｃ怒り
Ｄ楽しい Ｅ悲しい Ｆ寂しい
Ｇ退屈 Ｈ困惑 Ｉ残念

Ｊ疲れ Ｋ悩み Ｌ考え中
Ｍのんびり Ｎその他

 

(a)パターン１－Ⅰ～Ⅴ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

(b)パターン２－Ⅰ～Ⅴ 
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図５に示す通り、６０％以上が同じ言葉を選

んだ表情は図３のパターン１－Ⅰ、Ⅱ、Ⅴ、パ

ターン５－Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴであり、意見が分か

れたのは、パターン２－Ⅴ、パターン３－Ⅲ、

Ⅳ、パターン４－Ⅳ、パターン５－Ⅱだった。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

(c)パターン３－Ⅰ～Ⅴ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

(d)パターン４－Ⅰ～Ⅴ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

(e)パターン５－Ⅰ～Ⅴ 

 図５．アンケートの結果 
  

図５(a)パターン１（図３参照）はどれも「喜

び」と「楽しい」の二つの感情が大部分を占め

ている。特にⅠ、Ⅱ、Ⅴはその二つの感情のみ

となっている。しかし、Ⅲの口の形は「困惑」

「考え中」などの表情の割合が、この図の５項
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目の中で最も多くなっている。 

図５(b)パターン２－Ⅰ～Ⅴ（図３参照）は

結果がばらけている。しかし「喜び」や「楽し

い」などの感情は少なく、「疲れ」「考え中」

「のんびり」などの曖昧な感情が多くなってい

る。どの結果にも「困惑」が入っているが、そ

の割合はⅠ、Ⅲ、Ⅳ、が多い。その他としては、

それぞれⅢ、「おいで」Ⅳ、「ぼんやりしてい

る」「しらけている」Ⅴ「ぼうっとしている」

があった。 

 図５(c)パターン３－Ⅰ～Ⅴでは全ての感情

が入り、さらにばらばらになっている。しかし

主に悲しい、疲れ、残念などが占める割合が多

い。Ⅰのその他は「やる気」「満足」「できた」

など。Ⅱ「泣き笑い」「構わない」「寝ている」

となっていた。 

 図５(d)パターン４－Ⅰ～Ⅴでは怒り以外の

感情が全て入っている。そして感情は、図５(c)

のパターン３と同じく、負の感情の割合が多く

なっている。だが、こちらでは「悲しい」を答

えた者が多かった。Ⅱのその他の回答は「ねむ

い」「安心している」「いいよいいよ」であった。 

 図５(e)パターン５－Ⅰ～ⅤはⅡ以外の全て

の表情で「怒り」がもっとも多く、半分以上の

人がこの感情を示していた。Ⅱのその他は「喜

び」「楽しい」「困惑」「残念」などがある。 

 感情の強弱は、図４のように「少し」に１、

「かなり」に２、「非常に」に３と点数を割り

振り、Ⅰ～Ⅴの一番多かった感情のみ、その平

均を出して比較した。その結果「喜び」「楽し

い」が多かった、パターン１は、Ⅱの口の形が

強く表し、Ⅲの形が一番弱かったのに対して、

パターン２の「退屈」「困惑」はⅢが最も強く

Ⅱが弱い。パターン３はⅢが強くⅣが弱い。パ

ターン４はⅤが強くⅠが弱い。パターン５はⅢ

が強くⅠが弱い、となった。 

 

４．考察 

 

 結果の出た図ごとにまったく様子が変わる

ところを見ると、目の形ごとに感情がまとまっ

ているように思える。特に、目のパターン１と

パターン５－Ⅰ～Ⅴは、はっきりと分かれてい

る。そして一見ばらばらにも見えるが、パター

ン２は「退屈」が、パターン４は「驚き」が殆

どに入っているところを見ると、図１、図２の

顔アイコンのように、丸い目は変えずに口の変

化で表情を変化させているのとは違って、目の

表情が与える影響は大きいと言える。 

 同じ口の形を見てみると、共通するようなと

ころは、パターン３－Ⅴとパターン４－Ⅴの

「疲れている」で、この項目は互いに同数の人

が選んでいる。しかしその感情の程度はパター

ン４－Ⅴの方がより疲れていると思った人が

多かった。口の形が同じでも、目の印象で感じ

る度合いが違う。そして感情の強さにばらつき

が出たところを見ると口との組み合わせで強

弱が出るようだ。 

 「喜び」「楽しい」「怒り」といった感情は目

の形がものをいい、そうだとはっきりと分かる。

口の形が感情を強調したり、逆に弱めたりもす

る。だが、目の形が違って口の形が同じでも、

感情の程度は同じではなく、その目の形次第で、

強い感情をあらわす口の形が変わると言える。 

 パターン２からパターン４のように、ばらつ

きのでた表情は、目が同じでも人それぞれに受

け取り方が違い、画像だけではこれだと全員が

思うような表情を表すことができない。この為、

どんな感情を示しているかの表記がないと、そ

うと受け取ってもらえないと思われる。 

 しかし割合的に大体これだろうというもの

もあるので、このあたりがはっきりすれば、受

け取る側にもわかりやすいと思う。 

 

５．今後の課題 

 人の作り出す表情と違い、限られたパーツで

様々な表情の画像を作るのには、人それぞれに

感じ方が違う。はっきりとした表情の「喜び」

と「怒り」は目の形で分かれるが、その強弱や

「喜び」「楽しい」の差別化はできなかったよ
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うに思うので、それができればと思う。 

 表現の難しい曖昧で細やかな感情もばらつ

きが激しく、これが多いというのはあってもは

っきりこれだと言えるものは少なかった。これ

らの感情を表すことができるようになるには、

目のパターン３、４（図３、図５(c)(d)）のよ

うなばらつきが激しいところをもっと研究す

る必要がある。 

 曖昧で複雑な人の感情を、単純化された顔ア

イコンで、もっと簡単に表すことができれば、

もっと表現に幅ができて、感情の強弱によって

どれくらいそう思っているかも分かり、そして

現状のワンパターン化した顔アイコンの表現

にも変化が出て、もっと面白く、豊かな感情表

現に利用可能になると思う。 
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